
第６章　 計画の推進体制 

１ 新発田市健康づくり計画（第３次）の推進体制
　本計画を効果的に推進するためには、行政のみならず、市民、地域団体、学校、職域（事業所
など）、医療機関など多様な主体が役割を担い、連携・協働しながら、健康づくりの環境整備と
実践支援を行います。

新発田市健康づくり計画の推進体制

保育園・幼稚園・
認定こども園・学校
●授業などを通じた健康教育

職域（事業所など）
●職場環境の整備等

地域
●交流の場づくりなど

市民、家庭
●主体的な健康づくり行動

マスメディア
●健康づくりのための情報提供

保健・医療・福祉・教育関係機関
●専門的な見地による助言・支援等

行政
●健康づくり事業の実施など
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新発田市健康づくり推進協議会
●進捗状況の管理
●事業評価

２ 計画を推進するための各主体の役割

市民・家庭

　市民は、主体的な健康づくりを実践するために、健康的な生活習慣を確立するとともに、客観
的に自分の健康状態を確認し、管理を継続していくことが大切です。
　家庭は、こどもの頃から基本的な生活習慣を身につけ、こころとからだを育んでいく場です。
家族が互いに支え合あい、楽しく健康づくりに取り組める環境に整えていく必要があります。

地　域

　地域は、保健自治会や食生活改善推進委員協議会、自治会連合会、こども会などの組織が連携
しながら、地域の特性に応じた健康づくり活動を推進するという役割があります。今後は「一人
暮らし」が当たり前になっていくことが想定されますので、健康づくりに取り組むきっかけをつ
くり、継続を促すための仲間づくりを進めていくことが重要となります。
　また、家庭や学校、職場以外の場で、世代の異なる人達と交流を図ることで人としての豊かさ
が育ち、つながりや支え合いが広がります。その積み重ねが、誰もが年齢に関わらず安心して暮
らせる地域づくりにつながります。
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保育園・幼稚園・認定こども園・学校など

　 乳幼児期から思春期は、社会性や生活習慣の土台がつくられる大事な時期です。遊びや学び
の経験を通じて、こころとからだの成長が促されます。
　また、こどもを介して家庭へ健康情報が広がり、自然と大人への働きかけにもつながることが
期待されます。

職域（事業所など）

　 職場は多くの人が日常的に過ごす場であり、健康づくりを実践しやすい環境です。従業員の
健康課題を踏まえた取組や、働き方、職場環境の改善を進めることで、生活習慣の見直し
や健康意識の向上につながります。また、企業が健康を支える姿勢を示すことは、生産性向上
や組織の活力にも寄与します。

保健・医療・福祉・教育の関係機関・団体等

　 医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、栄養士会等の保健医療関係団体や、大学、健診
機関、NPO団体等の関係者は、それぞれの専門的な知識や技術をいかして、健康づくりに関
する正しい知識の情報を提供することが求められます。

マスメディア

　マスメディアは、健康に関する正確で分かりやすい情報を広く、迅速に届ける重要な担い手で
す。行政施策やイベント情報の周知にも大きな役割を果たします。生活習慣病予防や食生活、運
動などの最新の知見を発信することで、市民の行動変容を促し、地域全体の健康意識向上に貢献
することが求められています。

行　政

　行政は、地域の健康課題を把握し、根拠に基づいた施策を企画・実施する中心的な役割を担い
ます。庁内関係課や地域団体、市民の総合的な健康づくりを推進するための審議組織「健康づく
り推進協議会」やその構成団体などと連携し、環境整備や情報提供を通じて、市民が健康的な行
動をとりやすい環境づくりに努めます。また、健康づくりの取組状況を評価し、その結果をもと
に、計画を継続的に見直し、より効果的な健康づくりを推進します。
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